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昭
和
六
一
年
一
〇
月
施
行
の
練
馬
区
文
化
財

保
護
条
例
に
よ
り
、
毎
年
、
区
内
に
あ
る
文
化

財
の
う
ち
、
価
値
あ
る
も
の
を
「
登
録
文
化
財
」

と
し
、
こ
の
な
か
で
も
特
に
重
要
な
も
の
を
「
指

定
文
化
財
」
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
一
年
度

も
文
化
財
保
護
審
議
会
の
意
見
に
基
づ
き
、
次

の
文
化
財
に
つ
い
て
新
た
に
指
定
・
登
録
す
る

こ
と
を
教
育
委
員
会
で
二
月
一
三
日
に
決
定
し
、

翌
日
告
示
し
ま
し
た
。

地
域
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
古
文
書

な
ど
の
有
形
文
化
財
や
地
域
に
親
し
ま
れ
て
い

る
地
蔵
な
ど
の
有
形
民
俗
文
化
財
の
計
六
件
を

指
定
・
登
録
し
ま
し
た
。
今
回
で
、
条
例
に
基

づ
く
指
定
文
化
財
は
三
四
件
に
、
登
録
文
化
財

は
一
三
一
件
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
文
化
財
を
ご
覧
に
な
り
た
い
と
き
は
、

所
有
者
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
配
慮
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
文
化
財
に
よ
っ
て
は
公
開
し
て

い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

相
承
家
廉
直
n
　
二
線
）

指
定
有
形
文
化
財

●
所
有
者
　
相
原
好
書

●
所
在
地
　
田
柄
五
－
八

●
通
称
「
南
部
の
赤
門
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

木
部
全
体
が
赤
く
塗
ら
れ
て
い
る
門
で
す
。

修
理
の
際
、
屋
根
裏
か
ら
建
築
の
由
緒
な
ど

が
記
さ
れ
た
棟
札
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
棟
札

の
表
面
に
は
、
万
延
元
年
　
（
一
八
六
〇
）
　
四
月

二
二
日
の
年
記
と
　
「
再
建
表
門
一
宇
御
屋
舗
御

武
運
長
久
昔
家
繁
条
処
祈
」
と
あ
り
、
裏
面
に

は
祈
願
者
の
「
南
部
様
　
御
用
人
兼
御
目
付

目
時
隆
之
進
」
と
相
原
家
当
主
名
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
目
時
隆
之
進
は
、
江
戸
時
代
の

陸
奥
国
盛
岡
藩
　
（
南
部
藩
）
　
の
藩
士
で
す
。
ま

た
、
名
主
で
あ
っ
た
小
島
家
に
伝
わ
る
享
和
四

年
（
一
八
〇
四
）
　
の
古
文
書
に
現
・
光
が
丘
地

域
に
南
部
藩
の
領
地
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
相
原
家
は
そ
の
土
地
を
管
理
し
て

い
た
と
い
わ
れ
、
こ
の
棟
札
は
南
部
藩
と
の
閑

係
を
示
す
も
の
と
い
え
ま
す
。

薬
医
門
は
切
妻
造
り
で
、
茅
葺
き
。
本
柱
中

心
の
間
隔
が
二
・
六
七
m
で
、
大
戸
が
つ
い
て

い
ま
す
。
木
組
み
は
本
柱
、
控
柱
、
冠
木
、
腕

木
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
木
部
の
赤
は
、
黄
土

を
焼
い
て
作
る
赤
い
顔
料
で
あ
る
紅
殻
（
ベ
ン

ガ
ラ
）
　
に
よ
る
も
の
で
、
当
初
は
柿
渋
が
塗
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

道
路
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

岡
の
か
ん
か
ん
地
風
　
（
【
暴
）

指
定
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
有
者
　
石
神
井
台
一
－
一
五
　
三
宝
寺

●
所
在
地
　
関
町
東
一
－
一
八

●
総
高
二
二
〇
c
m
で
、
蓮
華
座
に
載
り
珠
杖
を

持
っ
た
立
姿
の
石
造
で
、
青
梅
街
道
に
面
し
て

立
っ
て
い
ま
す
。

台
石
は
六
角
形
で
、
「
武
州
豊
島
之
郡
　
□

関
村
」
、
「
正
ロ
ロ
年
辛
卯
　
十
月
大
善
根
日
」

な
ど
の
陰
刻
が
あ
り
、
旧
関
村
の
人
々
に
よ
っ

て
正
徳
元
年
　
（
一
七
二
）
　
に
立
て
ら
れ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
文
政
二
年
（
一
八
二
八
）

完
成
の
地
誌
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
　
に
「
石

地
蔵
像
　
座
像
長
六
尺
、
青
梅
道
ノ
北
側
l
〓
止

り
、
関
ノ
地
蔵
卜
云
、
祈
願
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
石
ニ

テ
打
テ
バ
カ
子
ノ
音
ア
ル
ヲ
モ
テ
、
カ
ン
カ
ン

地
蔵
ト
モ
云
」
と
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
信
仰

を
集
め
て
い
た
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。

現
在
で
も
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て

い
ま
す
。
道
路
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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ヰ
弊
屋
高
点
文
官
　
（
一
望

登
録
有
形
文
化
財

●
所
有
者
　
練
馬
区
教
育
委
員
会

●
所
在
地
　
郷
土
資
料
室

●
下
土
支
田
村
　
（
後
に
大
泉
村
）
　
で
肥
料
や
雑

貨
な
ど
を
販
売
し
て
い
た
中
野
屋
商
店
（
加
藤

家
・
現
土
支
田
四
丁
目
）
　
の
営
業
関
係
文
書
で

す
。
明
治
七
年
　
（
一
八
七
四
）
　
か
ら
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
　
ま
で
の
一
〇
〇
点
余
り
が
あ
り

ま
す
。

決
算
帳
や
仕
入
れ
帳
、
販
売
簿
な
ど
か
ら
明

治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
の
下
土
支
田

村
・
大
泉
村
の
商
店
営
業
の
様
子
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
資
料
で
す
。
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、

郷
土
資
料
室
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

各
席
延
命
姥
風
　
（
一
基
）

登
録
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
有
者
　
練
馬
区
教
育
委
員
会

●
所
在
地
　
谷
原
一
－
一
七
地
先

●
総
高
一
八
〇
c
m
の
石
造
で
、
蓮
華
座
に
載
り

珠
杖
を
も
ち
、
富
士
大
山
道
と
橋
戸
道
の
分
岐

す
る
所
に
立
っ
て
い
ま
す
。

角
柱
型
の
台
石
正
面
に
は
「
念
彿
講
中
　
武

州
豊
蔦
郡
谷
原
村
　
二
十
人
　
惣
村
中
　
安
永

四
未
十
月
吉
辰
」
、
向
か
っ
て
右
側
に
は
　
「
み

ぎ
　
は
し
ど
道
　
願
主
　
横
山
□
兵
衛
　
宮
部

吉
三
良
　
□
塚
太
四
郎
　
横
山
□
左
兵
衛
」
、

左
側
面
に
は
「
左
　
た
な
し
道
　
大
山
道
　
二

里
」
　
の
陰
刻
が
あ
り
ま
す
。
安
永
四
年
（
一
七

七
五
）
　
に
旧
谷
原
村
の
人
々
に
よ
っ
て
立
て
ら

れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
頭
部
は
補
修
さ
れ

て
い
ま
す
。

往
来
の
多
い
道
沿
い
に
立
て
ら
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
延
命
地
蔵
の
あ
り
方
を
示
す
と
と
も

に
、
当
時
の
地
蔵
信
仰
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

道
路
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

練
馬
区
指
定
文
化
財
一
覧

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 フt
年
度

関相 小本 九千閣 妙三長石 練長井井井 北御 鶴氷豊 下下 尾妙 春長服 大中町北 南小

名

称

蓋薫

蔵

美寿 山川魔 福宝命憧 馬享ロロロ 町府 絹 罠 練練 崎福 日命部 人里田条 蔵島
濃院 雲窒壷

。ロロ

寺寺寺七 栗妄要要要 聖内 馬馬 遺寺 町寺半 辛弼 院家
重量 完完完票 観井 社奉 のの 跡文 出仁蔵 鐘文

肇董書善書 音村 富納 富大 出書 土王奉 楼書
鐘鐘鐘観 座方 士の 土山 土 の門納 門

立日勢
至
道
し
る
べ

像旧
記

壕歪

籠

塚道
道
標

【コnH 笠 の
形 仁
土 王
器 像

状

昭平 平平 平平昭 昭昭昭昭 平昭平平平 昭平 平平昭 平平 平平 平平昭 昭昭昭昭 昭昭 ヌ染
和成
63 2

成成
7 7

成成和
8 9 63

和和和和
62616162

成和成成成
6 61 7 6 5

和成
62 3

成成和
4 2 62

唾成
フ亡3

成成
3 元

成成和
元元62

和和和和
636163 61

和和
6362

j王＿銀
年
度年年 年年 年年年 年年年年 年年年年年 年年 年年年 年年 年年 年年年 年年年年 年年

度度 度度 度度皮 度度皮度 度度虔度度 度度 度虔度 虔虔 度度 虔度度 度度度度 度虔

練
馬
区
登
録
文
化
財
一
覧

（
有
形
文
化
財
）

命
寺
の
梵
鐘

二
宝
寺
の
梵
鐘

粂
氏
康
印
判
状

服
部
半
歳
奉
納
の
仁
王
像

豊
島
氏
奉
納
の
石
燈
籠

石
障
七
面
六
観
音
勢
至

道
し
る
べ

双
煉
々
曲
輪
日
記
図
絵
馬

牛
若
丸
・
弁
慶
図
絵
馬

妙
福
寺
の
梵
鐘

小
島
家
文
書

南
蔵
院
鐘
楼
門

氷
川
神
社
の
旧
拝
殿

榎
本
家
長
屋
門

氷
川
神
社
の
水
盤

角
柱
型
水
盤

閥
魔
・
十
王
像
と
檀
峯
憧

氷
川
神
社
の
狛
犬

町
田
家
文
書

伊
賀
衆
奉
納
の
水
盤
・
鳥
居

平
成
元
年
度

長
命
寺
仁
王
門

加
藤
家
文
書

妙
福
寺
文
書

春
日
町
出
土
の
童
形
土
器

※
旧
震
災
復
興
仮
設
住
宅

尾
張
殿
鷹
場
碑

平
成
2
年
度

相
原
家
薬
医
門

横
山
家
文
書

新
井
家
文
書

縄
文
時
代
の
竹
カ
ゴ

金
銅
製
飾
具

尾
張
殿
鷹
場
碑

平
成
3
年
度

3938373635

宮
田
橋
敷
石
供
養
塔

下
練
馬
の
大
山
道
道
標

紙
本
着
色
以
天
宗
晴
像

絹
本
着
色
明
里
宗
普
像

紙
本
塁
画
淡
彩
希
望
宗
竿
像

土
支
田
八
幡
宮
の
半
鐘

阿
弥
陀
寺
の
半
鐘

所
在
地
・
所
有
者
等

高
野
台
3
－
10
長
命
寺

石
神
井
台
1
－
は
三
宝
寺

石
神
井
台
1
－
16
道
場
寺

高
桧
3
－
1
9
御
嶽
神
社

石
神
井
台
1
－
18氷
川
神
社

中
村
3
1
1
1
良
弁
壕

（
管
理
者
）
南
歳
院

高
野
台
3
－
10
長
命
寺

高
野
台
3
－
10
長
命
寺

南
大
泉
5
L
6
妙
福
寺

郷
土
資
料
室

中
村
1
1
1
5
南
蔵
院

豊
玉
南
2
－
1
5
氷
川
神
社

南
田
中
4
－
1
3
榎
本
悦

石
神
井
台
1
－
18氷
川
神
社

氷
川
台
4
－
4
7
氷
川
神
社

大
泉
町
6
－
2
4
教
学
院

氷
川
台
4
－
4
7
氷
川
神
社

東
大
泉
7
1
2
5
町
田
和
雄

大
泉
町
5
－
1
5
氷
川
神
社

高
野
台
3
－
1
0
長
命
寺

土
支
田
4
－
4
5
加
藤
正
八

南
大
泉
5
－
6
妙
福
寺

郷
土
資
料
室

（
解
除
）

大
泉
町
3
－
1
6
大
泉
第
一
小
学
校

田
柄
5
－
8
相
原
好
吉

高
野
台
1
－
7
横
山
茂
樹

桜
台
3
－
4
5
新
井
息
之

郷
土
資
料
室

郷
土
資
料
室

郷
土
資
料
室

高
栓
2
－
3
（
管
理
者
　
練
馬
区
）

北
町
1
－
3
8
北
町
児
童
遊
園

（
管
理
者
　
練
馬
区
）

桜
台
6
－
2
0
広
徳
寺

桜
台
6
－
2
0
広
徳
寺

桜
台
6
－
2
0
広
徳
寺

土
支
田
4
－
2
8
土
支
田
八
幡
宮

練
馬
1
－
4
4
阿
弥
陀
寺

2
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69 平　　 68 67 66 平 65　 64 63 平 6 2 6 1 60 59 平 58 57 56 55 54 平 5 3　 52 51 50 平′49 48 47 46 、平 45 44 43 平 42 平　 41 40

中 箆．‾‾五 有 高‾哲盲 ．‾‾‾義元 語手 南‾哀五 管 中 丸 金 阿 西 曾 高　 小 井 三 苧盲 有 言 有 成6 甘 斉首 官有 菅　 尾 御
野 年 大 ケ 紋 本 年 谷　 町 幡 年 川 里 寿 川 年 宮 山 乗 弥 大 年 稲　 美 口 宝 年 蔵 口 製 原 年 丘 口 島 年 家 年　 崎 府
屋 度 形 谷 椿 着 鹿 川　 の 神 度 家 宗 院 神 度 遼 東 院 陀 泉 度 荷　 漁 家 寺 度 閑 家 絵 正 度 尼 豪 家 度 文 度　 道 内
商 蘭 ‡ ＋家　 仁 社 又文 普 の 社 又 跡 道 の 寺 望 又遺　 英 文 山 又遺 文 馬 太 又構 文 薬 又書 又　 跡 井
店 文　　 王 の 書 の 賽 の 鞘 肇 跡　 男 書 門 跡 喜　 郎 遺 書 医

郷

出 村
文 書　 像 本 墨 銭 神 出　 家 出　　　 家 跡　　 門 土 方
∃空目

郷

殿

酢

歪 豪 産

跡 箱 輿

郷 桜 早 豊

土　　 文 土　　　 住 出 品 旧
文 士　 善 の　 書 の　　　 宅 土 記

尾 春 平

土 の　　 神 型 木　　　 殿 旧 大 の 土
器　 像　石 桜 壷 製 石 型 旧 資

形 品 器 槍 石 科
土　 錦 練 西 小 大 関 石 先 関 南 春 器 関 谷 室

ム「1 ム［コ 口　　 2 ．、 ス 芸 軍 門

【摘 垂

董 墨 書土 土 井 6 資 6　2 南 】 1 泉 郷 濃 学 南 井 郷 北　3 所
資 資 町 l 料」 l 2 郷 郷 4 【5 土 英 図 4 台 土 2 1 有
科 料 5 20 室 20 26 1 土 土 金 44 l 資 男 町 l l 資 l 19 者
宕 ム ム　 15 F　l 2　5 、：7
上土ニ 19 徳 徳 寿 氷 科 料 院 弥 稲 室　 l 井 15 室 井 島 荘

禅 寺 寺 院 川 室 室　　 陀 荷 23 口 三 口 一 半 示 小 田
定 神 寺 神 栄 宝 斜 敏 神 太 正 平 蔵 室 学 義
院 社 社 一 寺 室　 社 郎 利 校 康

有
形
－
4
は
種
別
変
更
の
た
め
欠
番
。

※
　
「
旧
震
災
復
興
仮
設
住
宅
」
平
成
1
1
年
8
月
3
1
日
移
転
に

よ
り
登
録
解
除
。

（
有
形
民
俗
文
化
財
）

昭
和
6
1
年
度

江
古
田
の
富
士
塚

小
竹
町
1
－
59
浅
間
神
社
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行 垂冥要望 六 青　 み の の 、　骨 十　 十 ヽ ．±：．l∃ の
列蔵 装 地 高 く 剛

伊下

石音 塔力 弥 　 日ヨ用土 ん 護 豪 申壕
図 東

郷

蔵

石石

の　じ 六 石

高豊

陀 具壌

郷北

壊　　 れ 地 待
絵 供 道 地 板 図 蔵 板 板
馬 養

塔
具 蔵 碑 絵

馬
碑 碑

水谷 稲旭南郷郷 加大早 錦早 石 北諏西 萱琴芸 毒葦要望 郷大
川原 荷町田土土 土 土 神神 警雲量 保石 2 宮 松玉 神 土町 町訪大 土泉
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4　L 社 【1 科料　9 L 重量 科 科 町町 谷井 4 l ムロ 料 l l 社 3 料 1
17 室 室 5　5 戸　5 金26 1 室 22 41 ＝　　 室 室

47 地 22 l l 庚 l 東本 管 15 l 氷 浅　 13 衰 18
寺

l 町北 44
先 斉 19 19 申　7 院寿 葺煎 16 川 間 15 二町 中

藤 禅禅 l 院 講 l 院 道 神 神 豪登

玉

里
勝 定走

院院
14
地
先

11
地
先

練神
馬社
区

場
寺

社 社 富
士
講

江
古
田
の
富
士
講
関
係
資
料
小
竹
町
1
－
59

浅
間
神
社

（
無
形
文
化
財
）

※
　
「
ち
が
や
馬
飾
り
」
内
田
安
太
郎
　
平
成
7
年
7
月
3
1
日

死
亡
に
よ
り
登
録
解
除
。

（
史
　
跡
）

※
「
億
甲
蝶
鋼
蒔
絵
」
土
方
吉
雄
平
成
6
年
9
月
1
4
日
、

「
棒
柄
の
製
作
技
術
」
井
口
平
蔵
平
成
7
年
5
月
2
1
日
、

「
ホ
ウ
キ
製
造
技
術
」
鹿
島
佐
平
平
成
1

0
年
6
月
2
6
日
死
亡

に
よ
り
登
録
解
除
。

（
無
形
民
俗
文
化
財
）

昭
和
6
3
年
度

探
湯
の
儀
　
　
　
　
　
　
中
村
3
－
8
御
嶽
神
社

（
保
持
者
）
神
田
定
男

平
成
元
年
度

関
の
ぼ
ろ
市
　
　
　
　
　
関
町
北
4
－
1
6
本
立
寺
門
前

八
丁
堀
三
吉
喘
子
　
　
　
旭
町
1
－
2
6
北
野
神
社
他

（
保
持
団
体
）
　
八
丁
堀
三
吉
嚇
子
保
存
会

石
神
井
聡
子
　
　
旧
上
石
神
井
村
、
旧
下
石
神
井
村

（
保
持
団
体
）
　
石
神
井
町
職
子
連

平
成
2
年
度

中
村
嚇
子

中
村
南
3
－
2
八
幡
神
社

（
保
持
団
体
）
　
中
村
嚇
子
連

平
成
3
年
度

6789

※
ち
が
や
馬
飾
り
（
解
除
）

谷
原
の
餅
揺
さ
唄

谷
原
の
麦
ボ
ウ
チ
唄

関
町
聡
子

北
町
1
－
4
5

（
保
持
者
）
内
田
安
太
郎

高
野
台
3
－
3
7

（
保
持
者
）
　
増
島
兼
吉

高
野
台
3
1
3
7

（
保
持
者
）
　
増
島
兼
吉

関
町
北
3
－
3
4
天
祖
若
宮
八
幡
宮

（
保
持
団
体
）
　
関
町
聡
子
連

平
成
4
年
度

鶴
の
舞

（
保
持
団
体
）

神
輿
渡
御
の

御
供
道
中
歌

（
保
持
団
体
）

ち
が
や
馬
飾
り

氷
川
台
4
1
4
7
氷
川
神
社

氷
川
神
社
宮
宿
鶴
の
舞
保
存
会

氷
川
台
4
－
4
7
氷
川
神
社

氷
川
神
社
宮
宿
鶴
の
舞
保
存
会

北
町
1
－
2
2

（
保
持
者
）
内
田
和
助

10平　9　平　　8　平　7　　6　5　4　3　21昭

東
高
野
山
奥
之
院

小
野
蘭
山
墓

池
永
道
雲
墓

尾
崎
遺
跡

池
淵
遺
跡

栗
原
遺
跡
の

竪
穴
住
居
跡

千
川
上
水
跡

高
野
台
3
－
1
0
長
命
寺

練
馬
4
－
2
7
迎
接
院
墓
地
小
野
家

練
馬
4
－
2
7
受
用
院
墓
地
池
永
家

春
日
町
5
－
12
練
馬
区

石
神
井
町
5
－
1
2
練
馬
区

氷
川
台
1
－
7

都
立
城
北
中
央
公
園
内
東
京
都

関
町
南
2
～
4
丁
目
他
東
京
都

旧
大
泉
村
役
場
跡

大
泉
町
2
－
2
大
泉
中
島
公
園

練
馬
区

田
柄
用
水
記
念
碑

田
柄
4
－
2
7
天
祖
神
社

千
川
家
の
墓

北
町
2
－
1
8
阿
弥
陀
堂
墓
地
千
川
家

牧
野
記
念
庭
園

東
大
泉
6
1
3
4
　
　
練
馬
区

（
天
然
記
念
物
）

（
平
成
一
三
年
三
月
三
一
日
現
在
）
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神
輿
、
扱
桝
行
列
向
後
鳥
二
重

登
録
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
有
者
　
氷
川
台
四
－
四
七
　
氷
川
神
社

●
屋
根
型
五
角
形
の
一
枚
板
に
着
色
さ
れ
た
絵

馬
で
、
厚
さ
一
望
横
一
四
三
c
m
・
高
さ
五
六
c
m

で
す
。氷

川
神
社
の
春
祭
、
お
浜
井
戸
の
里
帰
り
行

列
（
神
輿
渡
御
行
列
）
　
が
石
神
井
川
沿
い
に
進

ん
で
い
く
様
子
を
彩
色
豊
か
に
描
い
て
い
ま
す
。

サ
ー
ベ
ル
を
持
っ
た
制
帽
制
服
姿
の
巡
査
が
先

導
し
、
紋
付
き
羽
織
袴
姿
の
氏
子
二
人
を
先
頭

に
、
御
幣
・
太
鼓
・
獅
子
頭
・
鶴
の
冠
・
鉾
・

吹
き
流
し
・
傘
・
刀
・
旗
持
ち
・
神
輿
・
神
僕

（
神
を
祭
る
と
き
に
供
え
る
酒
食
）
　
植
担
ぎ
、

そ
の
後
に
扇
子
を
口
に
あ
て
道
中
歌
を
歌
う
氏

子
な
ど
五
十
名
余
り
の
行
列
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
絵
馬
の
上
部
に
は
、
「
下
練
馬
郷
社
氷
川

神
社
春
季
例
祭
御
浜
江
戸
渡
御
之
口
□
」
、
画

面
右
上
に
、
薄
れ
て
読
み
に
く
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
「
奉
納
」
、
「
明
治
四
十
三
年
十
二
月

三
十
一
日
」
　
の
銘
と
奉
納
者
氏
名
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

お
浜
井
戸
の
里
帰
り
行
事
は
、
今
で
も
三
年

に
一
度
行
わ
れ
て
お
り
（
次
回
は
平
成
一
五
年
）
、

当
時
の
村
ま
つ
り
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る
資
料
で
す
。
非
公
開
。

注
せ
遍
の
膚
士
魂
嘲
揉
資
料
（
一
括
）

登
録
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
有
者
　
小
竹
町
一
－
五
九
　
浅
間
神
社

●
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で
盛
ん
で
あ

っ
た
富
士
信
仰
の
様
子
を
伝
え
る
祭
具
類
で
、

国
の
重
要
文
化
財
で
も
あ
る
江
古
田
の
富
士
塚

に
関
係
し
た
旧
上
板
橋
村
小
竹
周
辺
地
城
の
富

士
信
仰
の
団
体
、
小
竹
丸
祓
講
が
用
い
て
い
た

も
の
で
す
。

お
炊
き
あ
げ
道
具
、
講
旗
、
御
身
貫
が
あ
り

ま
す
。
お
炊
き
あ
げ
道
具
は
、
祭
壇
を
兼
ね
る

箪
笥
の
中
に
、
捧
げ
物
な
ど
を
載
せ
る
台
で
あ

る
大
小
二
つ
の
三
方
、
素
焼
き
の
皿
で
あ
る
か

わ
ら
け
六
枚
、
火
打
ち
箱
一
つ
、
講
社
札
一
枚
、

灰
炉
一
つ
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
箪
笥
は
、

幅
五
八
Ⅷ
・
奥
行
き
三
五
c
m
二
向
き
四
五
c
m
、

木
製
で
漆
が
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
面
に
は
講

紋
（
富
士
講
の
印
）
、
向
か
っ
て
右
側
面
に
「
上

板
橋
　
氏
子
中
」
と
朱
書
き
さ
れ
て
い
ま
す
。

火
打
ち
箱
の
裏
に
「
□
治
十
五
年
六
月
廿
二
日
」

（
明
治
一
五
年
）
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
講
旗

は
、
幅
七
三
Ⅷ
・
長
さ
三
八
五
c
m
で
、
木
綿
製

で
す
。
赤
地
で
あ
る
表
面
の
上
部
に
雲
と
日
・

月
の
刺
し
ゅ
う
と
講
紋
、
中
央
に
は
「
上
板
橋

同
行
」
と
い
う
文
字
が
縫
い
付
け
て
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
裏
面
は
白
地
に
墨
書
で
、
「
武
蔵
野

茅
原
夏
雪
仙
元
」
、
そ
の
下
に
染
で
　
「
小
日
向

三
代
目
染
□
」
と
あ
り
ま
す
。
御
身
貫
は
幅
一

二
彗
長
さ
三
八
c
m
、
深
さ
六
c
m
の
桐
箱
で
、

戸
は
ス
ラ
イ
ド
式
に
な
っ
て
お
り
、
講
紋
と
「
講

社
」
の
墨
書
が
あ
る
背
負
い
袋
に
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。
箱
に
は
浅
間
大
神
、
小
御
岳
大
神
、

導
師
の
軸
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
非
公
開
。

）大拡（

お炊きあげ道具

4


